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研究成果の概要（和文）：N-アシル-ホスファチジルエタノールアミン（N-アシル-PE）は自然界に広く分布する
一群の微量リン脂質であり、脂質メディエーターであるN-アシルエタノールアミンの前駆体であるとともに、そ
れ自体、膜安定化作用を示す。本研究課題では、ヒトやマウスでPEからN-アシル-PEを生成する「N-アシルトラ
ンスフェラーゼ」活性を有する２種類の酵素、ホスホリパーゼA/アシルトランスフェラーゼ-1（PLAAT1）と細胞
質ホスホリパーセA2ε（cPLA2ε）の性状解析を行い、新知見を得た。

研究成果の概要（英文）：N-Acylphosphatidylethanolamine (N-acyl-PE) is a class of trace 
phospholipids, which ubiquitously occurs in natural world. N-Acyl-PE serves as a precursor of the 
lipid mediator N-acylethanolamine and shows membrane-stabilizing effect per se. In this research 
project, we characterized PLAAT1 (phospholipase A and acyltransferase 1) and cytosolic phospholipase
 A2-epsilon (cPLA2-epsilon), which are two enzymes functioning as N-acyl-PE-forming 
N-acyltransferases in humans and mice, and obtained new findings.

研究分野： 生化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
PEからN-アシル-PEを生成する２種類の「N-アシルトランスフェラーゼ」のうち、PLAAT1については新たなアイ
ソフォームをヒトとマウスで見出し、それがヒトでは唯一の転写物であり、核内に局在することを明らかにし
た。cPLA2εについてはヒトの酵素がマウスの酵素と同様にCa2+要求性の活性を示すことや、同活性がホスファ
チジルセリン等の酸性リン脂質の存在下で増強されることを見出した。
これらの成果は、これまで不明な点の多かったN-アシルトランスフェラーゼの性状を明らかにした点で、酵素学
および脂質生化学の学問の進展に寄与するとともに、医薬品として期待される本酵素の阻害剤の開発に向けて役
立つ。












